
大阪府 グループホームしぎのさと                                                                     2008 年 4 月 9日  

１ ． 調 査 報 告 概 要 表 

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価センター 

[認知症対応型共同生活介護用] 
                                                   
【評価実施概要】 

事業所番号 ２７７５５０２４４２ 

法人名 社会福祉法人 高安福祉会 

事業所名 グループホームしぎのさと 

所在地 
八尾市服部川５－７－１ 

          （電 話）０７２－９４１－９９８２ 
 

評価機関名 社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会 

所在地 大阪市中央区中寺１丁目１番５４号 大阪社会福祉指導センター内 

訪問調査日 平成２０年３月１０日 

【情報提供票より】（平成２０年２月１日事業所記入） 

（１） 組織概要 
開設年月日         平成１７年 ５月 １日 

ユニット数 ２ユニット 利用定員数計  １８人 

職員数 １７人 常勤１０人,非常勤７人,常勤換算 ４．８人 

（２） 建物概要 

       鉄筋コンクリート  造り 
建物構造 

  ３階建ての     ２階 ～   ３階部分 

（３） 利用料金等（介護保険自己負担分を除く） 

家賃（平均月額） ５８,０００円 その他の経費（月額） １５,０００円 

敷    金 有（        円）    ○無  

保証金の有無 

(入居一時金含む) 

○有 （１００,０００円） 

無 

有りの場合 

償却の有無 ○有  ／ 無 

朝食     ３５０円 昼食  ５００円 

夕食   ５００円 おやつ １５０円 食材料費 

または１日当たり       円 

（４） 利用者の概要（平成２０年２月１日現在） 

利用者人数  １８名 男性   ２名 女性  １６名 

要介護１     ０名 要介護２      ４名 

要介護３     ９名 要介護４      １名 

要介護５     ４名 要支援２    ０名 

年齢 平均  ８６．１歳 最低   ７１歳 最高  ９７歳 

（５） 協力医療機関 

協力医療機関名 信貴の里内診療所、浅井クリニック、山本歯科 

 
作成日 平成２０年４月４日 

【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】 
『しぎのさと』と刻んだ立派な庭石が木立の中に置かれ、石灯籠や大きな樹木が
ある日本庭園風の一隅もあります。広大な敷地は、隣接した母体法人の特養やデ
イサービスセンターに続いており自然にも恵まれています。２階・３階へと外部
階段を上がると木製の格子戸のホーム玄関があります。利用者は人生の先輩であ
るという考えを職員が共有し、日常生活の中で利用者に教えてもらうという姿勢
を持ち、一緒に庭の一角に野菜を植えたり花を育てたりしています。計画作成担
当者のひとりは『認知症介護指導者研修』を受け、利用者本位の『パーソンセン
タードケア（人格尊重の認知症ケア）』を学び、ケアの場面で実践をし、１年を
経て職員にもその意義が浸透してきたと感じています。職員層は６０代･５０代
の方も含め幅があり、年代相応の対応で「急がせず」「できることをしてもらう」
「優しい声かけをする」など、認知症の人を傷つけないようにサポートをしてい
ます。 

 
【重点項目への取り組み状況】 

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連科目：外部 4） 

改善課題についてはフロア会議で話し合い改善しています。食堂には見やす
いカレンダーを設置し、廊下壁面には行事の写真や利用者の作品（大人のぬ
り絵等）を掲示してあり、生活の様子が伺えます。居室は個人差があります
が、馴染みの物の持ち込みも見られました。個人別の小口金銭出納帳が作ら
れ、家族に確認してもらっています。しかし、ホーム入口の『グループホー
ムしぎのさと』の表示はまだなく判りにくいままでした。 
今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部 4） 

重
点
項
目
① 

管理者と職員が話し合い、意見交換しながら完成させ、サービスの具体的な
改善に取り組もうとしています。 
運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部 4,5,6） 

重
点
項
目
② 

運営推進会議は概ね２ヶ月毎に開催しています。市の担当者・在宅介護支援
センター職員・地域の代表・家族・利用者参加のもと開催しています。   
ホームの運営状況、行事報告、利用者の生活ぶり、職員の外部研修報告等の
説明を行い、地域交流を深める方法についても話し合っています。 

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部 7,8） 
重
点
項
目
③ 

家族の訪問時に近況報告や新しい職員の紹介を行っています。健康や安全に
関わる事項については必要の都度電話で家族に報告しています。小口の金銭
出納帳は毎月確認印を得ています。苦情受付の窓口を設け、家族からの要
望・意見を聴き取るよう声をかけています。また意見箱も設置しています。 

日常生活における地域との連携（関連項目：外部 3） 

重
点
項
目
④ 

法人として自治会に入会しています。地域の民生委員・高齢クラブとの交
流・ボランティアを受け入れています。隣接の特養の夏祭りや催し物を地域
の掲示板に掲示し、地域の方と共に参加しています。小学校の運動会に招待
されたり、中学生のマラソンの応援もしたりします。食材を毎日購入するス
ーパーの店員や米屋との交流もあります。地域の方から採れたての野菜を戴
くこともあります。職員は地域交流の拠点となりたいと考えています。 



大阪府 グループホームしぎのさと                                                               2008 年 4 月 9 日 

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価センター 

 

２．調 査 報 告 書 

（   部分は重点項目です）                                  

外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）

○印 

(取り組みを期

待したい項目)

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

Ⅰ．理念に基づく運営 

 １.理念と共有 

1 1 

○地域密着型サービスとしての理念 

地域の中でその人らしく暮らし続ける

ことを支えていくサービスとして、事

業所独自の理念をつくりあげている 

ホーム独自の理念に、『楽しく過ごしましょ

う。３６５日笑顔で過ごしましょう』と掲げ

られていますが、地域密着型サービスとして

の役割を目指した内容となっていません。 

○ 

職員は「地域との交流を持ち地域の拠点

になりたい」と考えています。地域密着

型サービスとしての役割を目指した内

容の理念作成が求められます。 

 

2 2 

○理念の共有と日々の取り組み 

管理者と職員は、理念を共有し、理念

の実践に向けて日々取り組んでいる 

信貴の里のスローガンの「初心を忘れず思い

やりの気持ちを大切にします。いつも笑顔で

挨拶します。常に尊敬の念を持ち介護させて

いただきます。自立支援（身体的、精神的）

を目指します。」を事務所内に掲示し、毎朝、

朝礼時に唱和し、ホームの理念を日々の生活

の中で実践しています。 

 

 

 ２.地域との支えあい 

3 5 

○地域とのつきあい 

事業所は孤立することなく地域の一員

として、自治会、老人会、行事等、地

域活動に参加し、地元の人々と交流す

ることに務めている 

法人として自治会に入会しています。地域の

民生委員・高齢クラブとの交流、ボランティ

アを受け入れています。隣接特養の夏祭りに

は地域の方と参加しています。小学校の運動

会に招待され、利用者と観に行くこともあり

ます。中学生のマラソンの応援もします。毎

日の食材を購入するスーパーの店員や配達し

てもらう米屋との交流もあります。地域の方

から採れた野菜を頂く事もあります。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

 ３．理念を実践するための制度の理解と活用 

4 7 

○評価の意義の理解と活用 

運営者、管理者、職員は、自己評価及

び外部評価を実施する意義を理解し、

評価を活かして具体的な改善に取り組

んでいる 

前回の外部評価で示された事項については、

フロア会議等で話し合い改善しています。評

価結果は家族にも閲覧できるよう提示してい

ます。自己評価は、管理者と職員が話し合い、

意見交換しながら完成させ、サービスの具体

的な改善に取り組もうとしています。 

 

 

 

5 8 

○運営推進会議を活かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの

意見をサービス向上に活かしている 

運営推進会議は市の担当者、在宅介護支援セ

ンター職員、地域の代表、利用者、家族の参

加のもと、概ね２ヶ月毎に開催していますが、

感染症のために開くことができなかった月も

ありました。会議ではホームの運営状況、行

事報告、利用者の生活ぶり、職員の外部研修

への参加状況等の説明を行い、地域との交流

を深める方法について話し合っています。運

営推進会議の規定はまだ作成されていません

 

○ 

運営推進会議を勧めるルール（目的・構

成）を定めた規定を作成し、それに基づ

いた会議の運営が求められます。    

 

      

6 9 

○ 市町村との連携 

事業所は、市町村担当者と運営推進会

議以外にも行き来する機会つくり、市

町村とともにサービスの質の向上に取

り組んでいる 

運営推進会議に市の担当者に参加してもらい

助言を受けています。自己評価・外部評価結

果は報告しています。管理者は市の保健福祉

部高齢介護基盤推進プロジェクトチームに参

加しています。常に連絡を密に取り、サービ

スの向上に取り組んでいます。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

 ４．理念を実践するための体制 

7 14 

○家族等への報告 

事業所での利用者の暮らしぶりや健康

状態、金銭管理、職員の異動等につい

て、家族等に定期的及び個々にあわせ

た報告をしている 

 

 

 

家族の訪問時に利用者の近況報告や新人職員

の紹介などを報告し、個別の小口金銭出納簿

に毎月確認印･サインを得ています。定期的な

『たより』等は発送していません。 

行事などの写真を廊下の壁面に掲示していま

す。健康状態に変化があった場合や事故報告、

ヒヤリ・ハット等は電話で報告し、内容は毎

日の生活記録に記載しています。受診・服薬

等の対応について家族に電話連絡をした場合

には、生活記録だけでなく、『伝言帳』等を作

成し、必要に応じて家族に再報告することが

望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

8 15 

○運営に関する家族等意見の反映 

家族等が意見、不満、苦情を管理者や

職員ならびに外部者へ表せる機会を設

け、それらを運営に反映させている 

日常的に利用者や訪問された家族から要望・

意見を聞き取るよう声をかけています。苦情

受付窓口を設けています。公的機関の苦情受

付窓口を重要事項説明書に記載し説明してお

り、また玄関にも掲示しています。１階エレ

ベーター前にご意見箱を設置し、苦情があれ

ば協議・検討し即時に対応しています。運営

推進会議には利用者・家族の代表も参加して

います。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

9 18 

○職員の異動等による影響への配慮 

運営者は、利用者が馴染みの管理者や

職員による支援を受けられるように、

異動や離職を必要最小限に抑える努力

をし、代わる場合は、利用者へのダメ

ージを防ぐ配慮をしている 

基本的には各ユニットの職員を固定化し、馴

染みの職員によるケアを心がけています。職

員の交替時には利用者に紹介し、訪問時の家

族にも紹介しています。『便り』の発行がない

ため、職員の異動については、掲示コーナー

を利用し新しい職員の写真を掲示する等、家

族への更なる周知徹底が望まれます。 

 

 

 

 ５．人材の育成と支援 

10 19 

○職員を育てる取り組み 

運営者は、管理者や職員を段階に応じ

て育成するための計画をたて、法人内

外の研修を受ける機会の確保や、働き

ながらトレーニングしていくことを進

めている 

母体法人の事業所内で毎月勉強会を開催して

います。月３回同じ内容の研修があり、全職

員が参加できるようにしています。『緊急時対

応』『認知症』『感染症』の研修も含まれてい

ます。外部研修にも参加しています。今後は、

研修資料を提示し全職員に伝達することが望

まれます。  

  

 

 

11 20 

○同業者との交流を通じた向上 

運営者は、管理者や職員が地域の同業

者と交流する機会を持ち、ネットワー

クづくりや勉強会、相互訪問等の活動

を通じて、サービスの質を向上させて

いく取り組みをしている 

 

 

市の連絡協議会・大阪認知症高齢者グループ

ホーム協議会に参加し、情報交換を行いサー

ビスの質の向上につなげています。 

また、向かいで開設している他の事業所のグ

ループホームと情報交換をしています。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

 Ⅱ．安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

 １．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 

12 26 

○馴染みながらのサービス利用 

本人が安心し、納得した上でサービス

を利用するために、サービスをいきな

り開始するのではなく、職員や他の利

用者、場の雰囲気に徐々に馴染めるよう

家族等と相談しながら工夫している 

利用時には自宅で使っていた馴染みの物を持

参しています。また、利用当初の日中はホー

ムで過ごし、夜は自宅に戻るという方法を取

り、ホームの生活に徐々に馴染めるよう工夫

する等、家族の意向も尊重しています。利用

当初は、職員が傍について他の利用者と良い

関係が築けるようサポートしています。 

 

 

 

 ２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 

１3 27 

○本人と共に過ごし支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、一緒に過ごしながら喜怒哀

楽を共にし、本人から学んだり、支え

あう関係を築いている 

利用者は人生の先輩であるという考えを職員

が共有し、日常生活の中で利用者に教えても

らうことがあり、菜園での収穫や調理のだし

の取り方など、一緒に作業しながら生活の知

恵等を学ぶ姿勢を心がけています。 

 

 

 

 

外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

 Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

 １．一人ひとりの把握 

１4 33 

○思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、

意向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している 

日々の関わりの中で声かけを行い、把握に努

めています。利用者一人ひとりの生活歴や趣

味、好みや希望等の情報を記録しています。

利用当初や訪問時に家族からも情報を得るよ

うにしています。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

 ２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 

15 36 

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケ

アのあり方について、本人、家族、必

要な関係者と話し合い、それぞれの意

見やアイディアを反映した介護計画を

作成している 

大阪認知症高齢者グループホーム協議会書式

のアセスメントシートを活用しています。月

に一度ケアカンファレンスを行い、家族の意

見も取り入れて、介護職員と計画作成担当者

が共に介護計画を作成しています。利用者や

家族から同意のサインを得ています。 

 

○ 

作成された介護計画書は、非常勤職員や

パート職員を含め職員全員が確認した

ことを印し、把握・共有することが求め

られます。 

 

16 37 

○現状に即した介護計画の見直し 

介護計画の期間に応じた見直しを行う

とともに、見直し以前に対応できない

変化が生じた場合は、本人、家族、必

要な関係者と話し合い、現状に即した

新たな計画を作成している 

介護計画は定期的には６ヶ月に１回見直すこ

とになっていますが、実際には毎月のモニタ

リング結果をカンファレンスで討議検討さ

れ、見直しを行っています。身体状態の変化

や介護度の変更時にも介護計画の見直しを行

っています。 

 

 

 

 ３．多機能性を活かした柔軟な支援（事業所及び法人関連事業の多機能性の活用） 

17 39 

○事業所の多機能性を活かした支援 

本人や家族の状況、その時々の要望に

応じて、事業所の多機能性を活かした

柔軟な支援をしている 

協力病院との連携や併設施設の看護師の協力

により医療連携体制を取り、利用者の状態に

応じて必要な看護を行っています。利用者の

状態により、職員の応援が必要な時は、併設

施設より協力が得られます。音楽療法・歌ボ

ランティアの受け入れにより、利用者に喜ば

れるサービスを提供しています。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

 ４．本人がより良く暮らし続けるための地域支援の協働 

18 43 

○かかりつけ医の受診支援 

本人及び家族等の希望を大切にし、納

得が得られたかかりつけ医と事業所の

関係を築きながら、適切な医療を受け

られるように支援している 

利用者は併設診療所の医師の診察を受けてい

ますが、利用者や家族の希望により、以前か

らのかかりつけ医（医療機関）へ家族が連れ

て行き、診察を受けている利用者もいます。

 

 

 

 

19 47 

○重度化や終末期に向けた方針の共有 

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、できるだけ早い段階から本人や

家族等ならびにかかりつけ医等と繰り

返し話し合い、全員で方針を共有して

いる 

同じ敷地内の併設施設には看護師が常駐して

おり、利用者の終末までホームで過ごしたい

という希望に対しては状況により、家族・主

治医・看護師とも話し合い対応しています。

ターミナルの同意書も交わしています。 

 

 

 

 
 
外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

 Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

１． その人らしい暮らしの支援 

 （１）一人ひとりの尊重 

20 50 

○プライバシーの確保の徹底 

一人ひとりの誇りやプライバシーを損

ねるような言葉かけや対応、記録等の

個人情報の取り扱いをしていない 

 

 

個人情報の取り扱いについて、入職時に職員

には書面で周知徹底しています。勉強会など

で職員の意識向上を図っています。日々のか

かわりの中でも、利用者を尊重しプライバシ

ーを損ねない対応を心がけています。 

利用者の個人情報に関する書類については、

鍵付きの棚に保管しています。 
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（○印）
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21 52 

○日々のその人らしい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切に

し、その日をどのように過ごしたいか、

希望にそって支援している 

 

利用者の生活リズムに配慮し、利用者のペー

スでゆったりと暮らせるよう支えています。

職員が利用者を制止したり、急かしたりする

言葉はなく柔軟な対応をし、利用者一人ひと

りに合わせた支援をしています。夜間居室の

ドアを閉めることを好む利用者には、家族の

了解を得て本人が内側から戸締りをしていま

す。 

 

 

 

  （２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援 

22 54 

○食事を楽しむことのできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人

ひとりの好みや力を活かしながら、利

用者と職員が一緒に準備や食事、片付

けをしている 

調理・盛り付け・片付けなど利用者と共に行

い、職員と利用者が同じテーブルを囲んで食

事を楽しめる雰囲気作りを大切にしていま

す。訪問時にはホットプレートを囲んで会話

を楽しみながら焼きソバを皆さんで焼いてい

ました。メニューは利用者の希望を取りいれ

決めています。 

 

 

 

23 57 

○入浴を楽しむことができる支援 

曜日や時間帯を職員の都合で決めてし

まわずに、一人ひとりの希望やタイミ

ングに合わせて、入浴を楽しめるよう

に支援している 

 

月・水・金の午後から大きな浴槽にゆっくり

入浴することができます。ひとりで家庭浴槽

に入ることを好む利用者もいます。夏場は希

望すれば曜日に関係なくシャワー浴ができま

す。 
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（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

  （３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援 

24 59 

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活

かした役割、楽しみごと、気晴らしの

支援をしている 

 

洗濯物たたみや、ベランダのプランターや畑

の水やり、食事の手伝いや買い物など利用者

に役割があり、散歩や、カラオケ、ぬり絵な

ど、趣味を活かした支援をしています。 

 

 

 

25 61 

○日常的な外出支援 

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひ

とりのその日の希望にそって、戸外に

出かけられるよう支援している 

 

 

毎日の食材は、利用者も一緒に近くのスーパ

ーへ車で行っています。散歩は、併設施設の

屋上や近くの身障者施設等へ行っています。

近所の方とも顔なじみになり、挨拶を交わし

ています。外食にも出かけています。 

 

 

 

 

  （４）安心と安全を支える支援 

26 66 

○鍵をかけないケアの実践 

運営者及び全ての職員が、居室や日中

玄関に鍵をかけることの弊害を理解し

ており、鍵をかけないケアに取り組ん

でいる  

 

職員は利用者の無断外出の危険性について

も、鍵を掛けることによる弊害を理解してお

り、行動のパターンや精神状態の把握を行う

ことで対応しています。ただし入浴時間帯（２

時間）は見守り不足のため閉錠しています。

今後は常に開錠できる取り組みが望まれま

す。 
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27 71 

○災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を身

につけ、日ごろより地域の人々の協力

を得られるよう働きかけている 

 

消防署の協力により、年２回避難訓練を実施

しています。しかし食料と水の備蓄について

は併設施設で準備しており、ホーム独自では

ほとんど準備されていませんでした。 
○ 

非常・災害時のための食料品と水の備蓄

については、ホーム独自で備蓄をするこ

とが求められます。 

 

  （５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援 

28 77 

○栄養摂取や水分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひと

りの状態や力、習慣に応じた支援をし

ている 

 

利用者一人ひとりの食事摂取量や水分摂取量

については記録し、１日の摂取量を把握して

います。栄養バランスを考え利用者と一緒に

食事をとりながら、食べたい物などのリクエ

ストを聞いています。1 ヶ月の献立表を作り

母体法人の管理栄養士がチェックしていま

す。 

 

 

 

２． その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 

 （１）居心地のよい環境づくり 

29 81 

○居心地のよい共用空間づくり 

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）は、利用者に

とって不快な音や光がないように配慮

し、生活感や季節感を採り入れて、居

心地よく過ごせるような工夫をしてい

る 

回廊式ベランダに面した明るく広い食堂と、

リビングに隣接して一段高くした和室には堀

こたつもあり、ゆっくり寛ぐことができます。

居室への廊下には柱と柱の間に三人掛けのベ

ンチ（畳み敷き）が作りつけで設置してあり

ます。柱により人目を避けることができ、ゆ

っくりできます。廊下の壁面には利用者の生

活の様子が判る写真を掲示してあります。採

光や音量など違和感なく寛げる共用空間で

す。 
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30 83 

○居心地よく過ごせる居室の配慮 

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたもの

や好みのものを活かして、本人が居心

地よく過ごせるような工夫をしている 

 

利用者が入居する際は本人の馴染みの物を持

参しています。長年使い馴れた布団や仏壇の

他にご主人の遺影や家族の写真やテーブルも

あります。ベッドの他にくつろげるソファー

も置いています。 
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